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いっぱい捕まえるぞ！
　ゴールデンウイークの恒例行事となっている「清掃とマス釣り大会」（清流を守る会主催）が開催され、市内外から
集まった約700人でにぎわいました。マス約3000匹を放流した釣り場やプールでは、「釣れた！」「捕まえた！」など、会場
のあちこちから楽しそうな声が上がっていました。

（５月４日　中井町佐伏川）

5 月
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地域のみんなで

災害に備えましょう！

　

高
梁
市
を
含
め
岡
山
県
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
東
日
本
大

震
災
や
阪
神･

淡
路
大
震
災
の
よ
う

に
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
は
６
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
市
内
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
局

地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
交
通
網

の
寸
断
、
同
時
多
発
す
る
火
災
・
水

害
な
ど
に
よ
り
、
市
役
所
・
消
防
・

警
察
な
ど
の
行
政
機
関
だ
け
で
は
、

十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
力
を
発
揮
す
る
の
が

「
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
」
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
の

人
々
が
自
発
的
に
防
災
活
動
を
行
う

組
織
で
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え

で
、
町
内
会
等
で
自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

１ ２

３ ４

１．要援護者避難訓練で独り暮らしの高齢者を訪問 ２．集中豪雨で増水する河川
３．非常用品を持ち一刻も早い非難が大切 ４．防災訓練に一般市民や自主防災組織も参加
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特集　地域のみんなで災害に備えましょう
　

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が

発
生
す
る
の
か
は
、
誰
に
も
分
か
り
ま
せ

ん
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
、
自
分
や

家
族
を
災
害
か
ら
守
り
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
ど

の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
け
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
今

か
ら
少
し
ず
つ
で
も
、
家
庭
で
の
安
全
対

策
、
地
域
防
災
の
推
進
と
継
続
方
法
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
　
助

一
人
一
人
が

　
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

　

高
梁
市
は
平
成
23
年
か
ら
３
年
連
続
で
土

砂
災
害
な
ど
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
災
害
時
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
自
分
で

自
分
の
身
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

①
避
難
場
所
と
避
難
ル
ー
ト
を
確
認

　

近
く
の
避
難
場
所
を
確
認
し
、
避
難
の

経
路
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
勤
務
先

や
通
学
先
で
の
避
難
場
所
も
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

②
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
く

　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
１
７
１
）

や
災
害
用
伝
言
板
（
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
）
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
連
絡
方

法
を
あ
ら
か
じ
め
家
族
で
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

③
非
常
用
品
の
用
意

　

食
料
や
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
用
品
を

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
身
の
安
全
の
確
保

　

災
害
が
起
き
て
か
ら
持
出
品
の
準
備
に

と
り
か
か
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
一
刻
も

早
く
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
一
度

避
難
し
た
ら
、
大
事
な
も
の
を
忘
れ
て
も

取
り
に
帰
る
の
は
危
険
で
す
。

⑤
避
難
時
に
注
意
す
る
こ
と

・

安
全
で
動
き
や
す
い
服
装
（
頭
を
保
護

す
る
。
ひ
も
で
締
め
ら
れ
る
運
動
靴
で

避
難
す
る
）

・

足
元
に
注
意
（
水
の
深
さ
に
注
意
す
る
。

マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
な
ど
を
避
け
る
）

・

隣
、
近
所
で
声
を
掛
け
合
っ
て
避
難
（
単

独
行
動
は
避
け
る
）

　　

自
ら
判
断
し
て
避
難
す
る
場
合
は
、
市

役
所
代
表
電
話
（
☎
㉑
０
２
０
０
）
か
、

地
域
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
所

の
開
設
等
、
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

互
　
助

地
域
で
の

　
助
け
合
い
と
防
災
対
策

　

皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
町
内
会
で

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
災
害
は
何
か
、
そ

れ
に
よ
り
ど
こ
が
危
な
い
の
か
、
手
助
け

が
必
要
な
人
は
誰
な
の
か
な
ど
、
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
重
要
な
の
は
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
に
、
日
頃
か
ら
声
掛
け
が
で

き
る
見
守
り
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

徐
々
に
状
況
が
悪
化
す
る
風
水
害
の
場

合
、
ま
だ
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
段
階

で
、
い
つ
自
主
的
な
防
災
活
動
や
避
難
を

実
施
す
る
の
か
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

判
断
方
法
を
話
し
合
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

①
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
よ
う

　

地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
自
主
防
災

組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。
災
害
の
規
模

が
大
き
く
な
れ
ば
、
消
防
署
な
ど
の
防
災

機
関
だ
け
で
は
、
十
分
な
対
応
が
で
き
ま

せ
ん
。
住
民
が
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
出
さ
れ
た

人
た
ち
の
約
８
割
が
、
家
族
や
近
所
の
人

た
ち
に
よ
っ
て
助
け
出
さ
れ
ま
し
た
。

②
自
主
防
災
組
織
の
役
割
［
平
常
時
］

・

地
域
の
危
険
箇
所
と
避
難
場
所
の
把
握
、

消
火
訓
練
や
避
難
訓
練

・

連
絡
体
制
の
確
認
、
防
災
講
習
会
な
ど

の
実
施
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

③
自
主
防
災
組
織
の
役
割
［
災
害
発
生
時
］

・

被
害
情
報
や
救
援
情
報
の
収
集
と
伝
達
、

防
災
機
関
と
の
連
携
、
消
火
栓
・
消
火

器
に
よ
る
初
期
消
火

・
避
難
誘
導
、
要
援
護
者
確
認

・
負
傷
者
の
救
出
救
護

・
食
料
、
飲
料
水
の
調
達
、
炊
き
出
し

・
救
援
物
資
の
受
領
、
分
配

④
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
金
等
制
度

・

防
災
資
機
材
…
ス
コ
ッ
プ
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
土
の
う
袋
な
ど

・

活
動
補
助
金
…
構
成
人
員
に
よ
り
年
額

１
万
円
か
ら
４
万
円（
交
付
年
限
３
年
）

・

活
動
報
償
費
…
年
額
５
千
円
（
結
成

４
年
以
降
）

　

自
主
防
災
組
織
の
指
導
者
や
構
成
員
が

代
わ
っ
て
も
、
継
続
し
て
活
動
す
る
た
め

に
は
、
数
年
に
一
度
し
か
で
き
な
い
よ
う

な
派
手
な
行
事
を
開
催
す
る
よ
り
、
平
凡
、

地
味
で
も
持
続
で
き
る
活
動
が
地
域
防
災

の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
で

な
く
、
毎
日
の
散
歩
の
よ
う
に
地
域
活
動

の
一
環
と
し
て
防
災
活
動
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
警
防
課
（
�
０
１
２
４
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

いざという時に備え、避難
所までの経路や家族の連絡
先を書き込んで、身近な場
所に置いておきましょう

防災マップ
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特集　地域のみんなで災害に備えましょう

情
報
取
集
が

　

災
害
対
策
の
要

①
高
梁
市
防
災
マ
ッ
プ

　

こ
の
防
災
マ
ッ
プ
は
、
大
雨
に
よ
っ
て

高
梁
川
、
成
羽
川
の
水
が
あ
ふ
れ
た
場
合

に
予
想
さ
れ
る
浸
水
範
囲
と
水
深
、
土
砂

災
害
に
よ
る
危
険
区
域
、
避
難
場
所
、
公

共
機
関
等
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
大
雨
に
よ

る
浸
水
や
が
け
崩
れ
の
お
そ
れ
の
あ
る
場

所
な
ど
を
理
解
し
て
お
き
、
避
難
場
所
ま

で
の
経
路
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

②
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

気
象
情
報
や
市
が
提
供
す
る
避
難
指
示

な
ど
の
防
災
情
報
を
入
手
す
る
た
め
、メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

登
録
方
法

（１）
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録
用

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

【 e-takahashi@
xpressm

ail.jp 

】

　　

登
録
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

に
空
メ
ー
ル
（
件
名
、

本
文
不
要
）
を
送
り
ま
す
。

（２）
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
利
用
者
登
録

を
す
る
た
め
の
ア
ド
レ
ス
が
送
信
さ
れ
ま

す
。

（３）
利
用
者
規
約
を
確
認
の
上
、
配
信
を
希

望
す
る
情
報
を
選
択
し
、
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

提
供
し
て
い
る
主
な
情
報

気
象
警
報
・
注
意
報
（
大
雨
、洪
水
、暴
風
、

大
雪
、地
震
情
報
、土
砂
災
害
警
戒
情
報
）、

防
災
・
防
犯
情
報
（
避
難
指
示
、
避
難
勧

告
、
不
審
者
情
報
）、
火
災
情
報
な
ど

③
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
緊
急
災
害
情
報

　

台
風
、
地
震
、
水
害
な
ど
大
規
模
災
害
発

生
時
や
災
害
が
予
想
さ
れ
る
時
に
、
吉
備

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
１
２
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
緊

急
情
報
を
配
信
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

テレビ放送の左と下に情報が表示されます

台
風
情
報

大型の台風が接近しています

　

梅
雨
の
時
期
か
ら
秋
に
か
け
て
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨

や
台
風
の
影
響
で
、
道
路
や
農
地
の
崩
壊
、
河
川
の
氾
濫
、

た
め
池
の
決
壊
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

《
農
地
等
の
点
検
・
管
理
》

① 

梅
雨
前
に
は
、
あ
ぜ
や
の
り
面
に
異
常
が
な
い
か
点

検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

② 

気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
、
大
雨
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
時
は
、
水
位
を
下
げ
て
あ
ぜ
越
え
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

③ 

排
水
路
に
放
流
の
支
障
と
な
る
土
砂
等
が
堆
積
し
て

い
な
い
か
点
検
し
、
あ
る
場
合
は
速
や
か
に
除
去
し

ま
し
ょ
う
。

《
た
め
池
の
点
検
・
管
理
》

① 

梅
雨
前
に
必
ず
堤
体
や
余
水
吐
き
に
異
常
が
な
い
か

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

② 

気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
、
大
雨
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
時
は
、
営
農
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
水
位

を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

　

た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合

は
、
特
に
大
き
な
被
害
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
堤
防
の
草
刈
り
や

点
検
を
定
期
的
に
す
る
こ
と

が
、
災
害
の
予
兆
の
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。

■道路や農地などが被災した時の連絡先■
　道路や農地などが被災（崩土、倒木、路肩崩壊等）した場合は、下記へご連絡ください。

被　災　の　種　別
担　当　課（連絡先）

高梁・有漢地域 成羽・川上・備中地域 夜間・休日

市道、河川 建設課 ☎�０２３２ 西部土木事務所
☎�４５１３ ☎�０２００

農地、農道、農林施設（ため池、水路等） 農林課 ☎�０２２２

大
雨
等
に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
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　市内に、中国電力㈱の新成羽川ダム等があることから、国から毎年度一定
額の電源立地地域対策交付金を受けることができます。この交付金を活用し、
平成２５年度に下記の整備を行いましたのでお知らせします。
○平成２５年度整備事業
　市道田原阿部山線道路修繕工事（成羽町布寄地内）　事業費 269万 8500円
　市道下谷３号線道路改良工事（備中町西油野地内）　事業費 713万 1600円

■ 電源立地地域対策交付金の活用状況をお知らせします

■問い合わせ　西部土木事務所管理係　☎�４５１０

実施機関 請求件数 処　　理　　状　　況 異議申立開　示 部分開示 不開示 却　下 拒　否 取り下げ
市長 ７ ２ ０ ４ １ ０ ０ ０
議会 １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０
計 ８ ３ ０ ４ １ ０ ０ ０

　公正で開かれた市政を実現するために「情報公開制度」があります。これは、皆さんからの開示請
求に基づき、市が保管している情報を公開する制度です。

■ 平成２５年度 情報公開制度の実施状況をお知らせします

■問い合わせ　総務課行政係　☎�０２０５

６月２９日㈰告示・７月６日㈰投票

高梁市農業委員会委員選挙
　７月１９日㈯に任期満了となる高梁市農業委員会委員の選挙を次の日程で行います。

◆立候補予定者説明会

　日 　 時…６月 11月㈬　午後１時 30分～

　場 　 所…総合文化会館レクチャールーム
※立候補を予定される人は、出席してください。

◆告示・立候補届出受付

　日 　 時…６月29月㈰　午前８時30分～午後５時

　場 　 所…総合文化会館レクチャールーム

◆期日前投票

　日 　 時…６月 30月㈪～７月５日㈯
　　 　 　　午前８時 30分～午後８時

　投 票 所…旧高梁市：市役所分庁舎会議室
　　 　 　　�旧４町（有漢町・成羽町・川上町・備

中町）：各地域局
※�農業委員会委員選挙は、選挙区を設けています
ので、旧市町単位で投票を行います。

◆投票
　日 　 時…７月６月㈰　午前７時～午後６時
　投 票 所…�入場券に記載してある投票所をご確認

ください。※通常の選挙とは異なります。

◆選挙会（開票）
　日 時…７月６月㈰　午後８時 15分～
　場 所…総合文化会館レクチャールーム

　■問い合わせ　選挙管理委員会事務局　☎�０２５５

◆選挙区および各選挙区の定数
選挙区名 区域 定数

第１選挙区

内山下、川端町、本町、新町、片原町、
御前町、小高下町、中之町、頼久寺町、
石火矢町、伊賀町、寺町、向町、
間之町、甲賀町、八幡町、荒神町、
柿木町、下町、大工町、鍛冶町、南町、
中間町、鉄砲町、弓之町、松原通、
正宗町、栄町、東町、横町、中原町、
旭町、段町、奥万田町、和田町、浜
町、原田北町、原田南町、上谷町、
下谷町、松山、津川町、落合町、
玉川町、高倉町大瀬八長の区域

3人

第２選挙区 川面町、巨瀬町、中井町の区域 3人

第３選挙区 高倉町田井、高倉町飯部、宇治町、
松原町の区域 3人

第４選挙区 有漢町の区域 4人

第５選挙区 成羽町の区域 4人

第６選挙区 川上町の区域 4人

第７選挙区 備中町の区域 4人



6広報　　　　　５月号　vol.116

国民健康保険加入者の皆さん

特定健康診査を受けましょう
　特定健診の受診で日ごろの生活習慣を見直したり、病気の早期発
見や重症化を予防することができます。
　年に１回は「特定健康診査」の受診を心掛けましょう。

◆
対
象
者

　

４
月
１
日
現
在
、
40
歳
以
上
の

人
で
、
受
診
日
に
お
い
て
74
歳
以

下
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

◆
受
診
券
の
送
付

　

５
月
下
旬
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
当
日
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間

　
６
月
２
日
㈪
～
12
月
31
日
㈬

◆
受
診
場
所

　

集
団
健
診
、
医
療
機
関
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
健
診
の
目
的

　

生
活
習
慣
病
の
も
と
と
な
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ

の
予
備
軍
と
な
る
人
を
早
期
に
発

見
し
、
早
い
段
階
か
ら
生
活
習
慣

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
健
診
の
内
容

▽
基
本
の
検
査
項
目

　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検

　
査
、
血
液
検
査
（
脂
質
、
血
糖
、

　
肝
機
能
）

▽
詳
細
な
検
査
項
目

　

�

心
電
図
、貧
血
検
査
、眼
底
検
査

（
医
療
機
関
で
受
診
の
場
合
、
検

査
は
医
師
の
判
断
に
よ
り
ま
す
）

◆
結
果
通
知

　

後
日
、
健
診
の
判
定
・
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
特
定
保
健
指
導

　

健
診
の
結
果
、
指
導
が
必
要
な

　■問い合わせ　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７
　　　　　　　　保険課健康保険係　☎�０２５８

人
に
は
、
医
師
や
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
な
ど
専
門
職
に
よ
る
生
活

習
慣
改
善
の
た
め
の
助
言
や
支
援

が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

健
診
に
は
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
と
受
診
券
が
必
要
で
す
。

※
節
目
年
齢
の
人
は
特
定
健
康
診

査
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

※
特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
人

は
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
と
の
重

複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

人
は
、
別
途
健
康
診
査
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
が
行
う
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
配
布

し
て
い
る
「
平
成
26
年
度
成

人
検
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
問

診
票
つ
づ
り
）」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

病気は早期発見が大切です

短期人間ドックを実施します
　国民健康保険被保険者を対象として、平成２６年度短期人間ドック
を実施します。受診を希望する人は、次のとおり申し込んでください。
　この機会に受診し、健康チェックをしてみましょう。

◆
対
象
者

　

４
月
１
日
現
在
、
35
歳
以
上
の

人
で
、
受
診
日
に
74
歳
以
下
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
は
除
く
）

◆
募
集
人
員

　

６
０
０
人
（
先
着
順
で
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

◆
医
療
機
関

　

大
杉
病
院
、
高
梁
中
央
病
院
、

成
羽
病
院
、
ま
つ
う
ら
ク
リ
ニ
ッ

ク◆
実
施
期
間

　

６
月
２
日
㈪
～
12
月
31
日
㈬
ま

で
（
休
診
日
は
除
く
）

◆
個
人
負
担
金

　

一
般
検
診
７
０
０
０
円
、
追
加

検
査
（
希
望
者
）
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

　

保
険
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興

課
、各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
（
印
鑑・

保
険
証
が
必
要
で
す
）

◆
申
込
期
限

　
５
月
22
日
㈭
～
６
月
27
日
㈮

◆
そ
の
他

　

申
込
者
に
は
、
後
日
詳
細
に
つ

い
て
通
知
し
ま
す
。

※
短
期
人
間
ド
ッ
ク
は
、
特
定
健

康
診
査
（
40
歳
～
74
歳
対
象
）

の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
た
め
、

特
定
健
康
診
査
と
の
重
複
受
診

は
で
き
ま
せ
ん
。

　■問い合わせ　保険課健康保険係　☎�０２５８

短
期
人
間
ド
ッ
ク

特
定
健
康
診
査
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楽しく健康づくりをしましょう！

“健康ポイント制度”今年も始まります！
　各種健診の受診や健康づくり活動等に参加することで心身ともに健
康度アップにつながることを目的としたポイント制度を実施します。
　集まったポイントで、幼稚園や保育園の子どもたちに絵本を贈るこ
とができます。

◆
対
象
者

　
20
歳
以
上
の
人

◆
実
施
期
間

　
平
成
27
年
１
月
31
日
㈯
ま
で

◆
実
施
方
法

①
成
人
検
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
一

緒
に
配
布
し
て
い
る
「
健
康
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
に
各
自
で
受

診
し
た
検
診
や
健
康
づ
く
り
行

動
達
成
に
対
応
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
貼
り
ま
す
。

②
ポ
イ
ン
ト
が
１
０
０
ポ
イ
ン
ト

に
達
し
た
人
は
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
健
康
づ
く
り
課
、

ま
た
は
各
地
域
局
、
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
ま
す
。

③
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
５
０
０
円

に
換
算
し
て
絵
本
を
購
入
し
、

市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
に
贈

呈
し
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト
獲
得
と
な
る
事
業

・
特
定
健
康
診
査
、
胃
が
ん
検
診

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
診
断
）
や
各
種
が
ん
検

診
を
受
診
し
た
場
合
、
各
10
～

30
ポ
イ
ン
ト
（
※
市
の
実
施
以

外
の
検
診
を
受
診
し
た
場
合
は
、

検
診
結
果
の
写
し
を
提
出
す
れ

ば
ポ
イ
ン
ト
を
加
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

・
健
康
づ
く
り
行
動
目
標
（
６
月
～

11
月
の
う
ち
60
日
間
）
を
達
成

で
き
た
場
合
、
各
10
～
20
ポ
イ

ン
ト

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　■問い合わせ　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７たかはし健康ポイントカード

◆対 象 者　�平成２６年１月１日に市内に住所を有している人で、平成２６年度分の市民税（均等割）が課税されない人
　　　　　　　※ただし、市民税（均等割）が課税されている人に扶養されている人、生活保護を受けている人は対象外。
　　　　　　　※�扶養とは、税法上の控除対象者、配偶者特別控除における配偶者、扶養親族（16歳未満の年少者を含む）、

青色申告専従者および白色事業専従者のことです。
◆支 給 額　対象者（１人）につき、１万円
　　　　　　　※�ただし、老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金などの受給者、児童扶養手当・特別障害者手当など

の受給者は、１万５千円

◆対 象 者　�平成２６年１月１日現在で、児童手当・特例給付の受給者のうち次に該当しない人。①臨時福祉給付
金の対象者である人　②生活保護世帯の人　③平成２５年の所得が児童手当の所得制限額を上回る人

◆支 給 額　対象児童（１人）につき、１万円

　平成２６年４月から消費税率が８パーセントへ改定されたことに対して、社会への影響を緩和するための措
置として、国から「臨時福祉給付金」および「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます。
　対象となる人には、７月下旬に市から申請書類を郵送し、８月から受け付けを開始する予定です。

臨時福祉給付金　　　　　　    　■問い合わせ　臨時給付金対策室（福祉課生活福祉係内）　☎�０２６６

■臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

　岡山県の医療制度のうち、心身障害者医療費・ひとり親家庭医療費受給資格証をお持ちの人は、有効期限
が６月末のため更新手続きが必要です。
　現在、資格証をお持ちの人には、６月初旬に更新申請書を送付しますので、保険課健康保険係（心身障害者）、
子ども課子ども支援係（ひとり親家庭）、各地域局、各地域市民センターで手続きを行ってください。新し
い受給資格証は、６月下旬に郵送します。
　なお、新規の申請・相談については随時行っていますのでお問い合わせください。

■岡山県医療費受給資格証の更新手続きのお知らせ

■問い合わせ　心身障害者医療費…保険課健康保険係　☎�０２５８
　　　　　　　ひとり親家庭医療費…子ども課子ども支援係　☎�０２８８

子育て世帯臨時特例給付金　　   ■問い合わせ　臨時給付金対策室（子ども課子ども支援係内）　☎�０２８８
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　地域での奉仕活動として行う道路（市道、市道に準じる農道および林道としてあ
らかじめ市長が指定したもの）の維持管理作業に対して報奨金を支給します。
◆対　　象　各地域の町内会などの団体が次の作業を年度内に２回以上実施した場合
　　　　　　①道路の路肩（両側）の草刈
　　　　　　②道路上のごみ、転石等の除去
　　　　　　③道路側溝がある場合は側溝清掃
◆支 給 額　①の作業のみを行った場合…作業延長100㍍当たり1100円以内
　　　　　　①～③のすべての作業を行った場合…作業延長100㍍当たり1500円以内

■道路維持管理作業に報奨金を支給します

■問い合わせ　建設課管理係  ☎�０２３２、農林課林業振興係  ☎�０２２５、西部土木事務所管理係  ☎�４５１０

　市は、専用住宅に合併処理浄化槽を設置する人に対し、次のとおり設置費
用の一部を補助します。
◆対　　象　公共下水道および農業集落排水事業の区域外で、平成２６年度

中に専用住宅に浄化槽を設置しようとする人
◆補助金額　５人槽…４１万６０００円
　　　　　　７人槽…５７万９０００円
　　　　　　10人槽…８７万５０００円
◆そ の 他　設置済み、着工済みの浄化槽は対象になりません。

■合併処理浄化槽の設置に補助金を交付します

■問い合わせ　上下水道課下水道業務係　☎�０２４４

　市は、より快適で衛生的な生活環境に改善されるよう、公共下水道の整備と普及に努めています。台所・
風呂・洗濯などで使った水をそのまま流すと、衛生的に好ましくありません。公共下水道が使える区域にお
住まいで下水道へ接続されていない人は、一日も早い接続をお願いします。

■公共下水道の利用をお願いします

　公共下水道に接続されている世帯で、①井戸水を使用する場合　②世帯人数の変更が生じた場合には
速やかに届け出をお願いします。

■問い合わせ　上下水道課下水道工務係　☎�０２４５

　市農業振興協議会は、農業関係団体を育成するため、農業の振興を目的と
する組織活動を行う団体に対し、経費の一部を助成します。
◆補助金額　補助対象経費の２分の１以内（限度額１０万円）
◆必要書類　交付申請書、事業計画書、収支予算書、直近の総会資料
◆申請期限　６月３０日㈪まで

■農業関係団体を育成するために補助金を交付します

■問い合わせ　市農業振興協議会事務局（農林課内）　☎�０２２３

　市観光協会は、駅東パーキングの閉鎖に伴い、備中高梁駅前に一時預かり
の有料駐車場を整備しましたのでご利用ください。
※備中高梁駅周辺整備工事に着手するまでの間、約１年半暫定的に開設するものです。

■備中高梁駅前パーキングをご利用ください

■問い合わせ　（一社）高梁市観光協会事務局　☎�０４６１

 1 時 間  １００円
当日最大  ７００円

※入庫後２０分以内は無料
※当日の深夜２４時を超えると翌日分として新たに料金が発生します。
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〈瑞宝双光章〉
元特定郵便局長

渡
わた

辺
なべ

 成
しげ

宣
のぶ

さん (88)
( 成羽町長地 )

　
「
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
き
、
大

変
光
栄
な
こ
と
で
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
長
い
間

局
長
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
渡
辺
さ
ん
。

　

昭
和
23
年
に
中
郵
便
局
長
と
し
て

採
用
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
59
年
ま
で

の
36
年
間
に
わ
た
り
、
郵
政
事
業
に

尽
力
し
、
地
域
に
密
着
し
た
郵
便
局

長
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

春

の

叙

勲

　
「
受
章
は
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
農
業
は
国
力

の
基
礎
。
農
地
を
守
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
と
、
い
つ

も
考
え
て
い
ま
し
た
」
と
上
森
さ
ん
。

　

昭
和
47
年
、
地
域
住
民
に
推
さ
れ

て
有
漢
町
議
会
議
員
に
当
選
。
６
期

24
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に

尽
力
。
町
議
会
に
お
い
て
、
副
議
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。

高

齢

者

叙

勲

「
今
回
の
全
国
大
会
で
得
た
貴
重
な
経
験
を
生

か
し
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
も
出
場
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

■
山や

ま

本も
と 

勇ゆ
う

樹き

君
（
落
合
町
近
似
）

新
見
高
校
２
年

●
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

　

選
抜
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
位

（
３
月
22
日
～
25
日
・
静
岡
県
）

〈旭日双光章〉
元有漢町議会議員
上
うえ

森
もり

 勝
かつ

美
み

さん (75)
( 有漢町有漢 )

「
３
試
合
投
球
す
る
機
会
を
も
ら
い
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
夏
の
大
会
で
は
、
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
練
習
を
頑
張
り
ま
す
」

■
大だ

い

福ふ
く 

真ま
き

史し

君
（
川
上
町
領
家
）

川
上
中
学
校
３
年

●
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ

　

春
季
全
国
大
会［
硬
式
野
球
］　  

優
勝

（
３
月
22
日
～
24
日
・
倉
敷
市
）

「
選
手
権
は
今
ま
で
で
最
高
の
成
績
を
残
す
事

が
で
き
ま
し
た
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

■
森も

り

迫さ
こ 

あ
や
め
さ
ん
（
成
羽
町
下
原
）

作
陽
高
校
３
年

●
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

　

選
手
権
大
会　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

（
１
月
10
日
～
16
日
・
静
岡
県
）

「他団体の歌を聞いて、とても良い体験がで
きました。それを生かして、これからも頑張
ります。たくさんの応援、ありがとうござい
ました」と部長で３年の渡邉和歌菜さん。

■
高
梁
中
学
校
合
唱
部

●
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　

全
国
大
会（

３
月
20
日
～
23
日
・
福
島
県
）

消
防
功
労
者
表
彰

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

江
草
孝
一（
団
本
部
）、大
田
博
信（
大
賀
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

西
右
介（
団
本
部
）

精
績
章

太
田
一
嘉
、
齋
藤
勝
之
、
瀧
江
恵
治（
消

防
本
部
）

勤
続
章

加
藤
浩
之
（
団
本
部
）、
須
山
善
行
（
高

梁
）、
石
川
正
明
、
宮
本
修
（
中
井
）、

山
口
道
徳
（
落
合
）、
山
田
浩
一
（
有
漢

西
）、
大
福
範
義
、
川
上
朋
弘
（
中
）、

谷
本
洋
之
、
赤
木
俊
助
、
藤
森
貴
夫
、

赤
木
忠
康（
吹
屋
）　　
　
　
（
敬
称
略
）

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
れ
に

準
ず
る
成
績
を
収
め
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
０
２
１
０

功績をたたえて

栄光をたたえます
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「
高
梁
市
景
観
計
画
⑤
」
～
備
中
高
梁
の
風
情
を
活
か
す
景
観
ま
ち
づ
く
り
～

　
平
成
26
年
７
月
１
日
施
行
予
定
の
高
梁
市
景
観
計
画・景
観
条
例（
案
）の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
１
月
号
か
ら
連
載
し
て
い
る「
高
梁
市
景
観
計
画（
案
）」に
つ
い
て
、

今
月
号
で
は
、重
点
地
区
で
あ
る
吹
屋
周
辺
地
区
で「
建
築
物
や
工
作
物
な
ど
を
新
築
、増
築
、改
築
も
し
く
は
移
転
、模
様
替
え
な
ど（
以
下
、「
建
築
物
等
の
新
築
な
ど
」と
い
う
。）

を
す
る
場
合
の
規
模
や
色
彩
な
ど
の
整
備
基
準
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
計
画
係　
☎
�
０
２
３
８　

◆
基
準
に
沿
っ
た
整
備
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す

　
高
梁
市
景
観
計
画
（
案
）
で
は
、
良
好
な
景
観
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
、「
建
築
物
等
の
新
築
な
ど
を
す
る
場
合

の
デ
ザ
イ
ン
や
形
態
、
色
彩
な
ど
の
整
備
基
準
（
景
観
形

成
基
準
）」
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
住
宅
や
倉
庫
、
塀
な
ど
の
新
築
な
ど
を

す
る
場
合
は
、
こ
の
基
準
に
沿
っ
た
整
備
を
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場

合
は
、
市
が
助
言
・
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
吹
屋
周
辺
地
区
の
景
観
づ
く
り
の
方
針

　
本
地
区
で
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
吹
屋
の
町
並
み
や
市
指
定
重
要
文
化

財
で
あ
る
広
兼
邸
な
ど
が
、
歴
史
・
文
化
の
漂
う
風
景

と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
本
地
区

固
有
の
趣
の
あ
る
風
景
は
、
歴
史
的
な
町
並
み
や
建
造

物
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
り
を
取
り
囲
む
山
、
川
、

農
地
と
が
互
い
に
調
和
し
、
一
体
と
な
っ
て
創
り
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
吹
屋
の
町
並
み
や
広
兼
邸
な
ど
の
周
囲

に
広
が
る
山
々
や
田
園
地
域
に
お
け
る
建
築
物
の
新
築

な
ど
に
対
し
、
景
観
形
成
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

◆
主
要
眺
望
地
点
の
設
定

　
本
地
区
で
は
、
吹
屋
の
町
並
み
や
広
兼
邸
な
ど
の
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
か
け
が
え
の
な
い
歴
史
・
文
化
的
な
景
観

の
背
景
・
借
景
を
保
全
す
る
た
め
、
次
に
揚
げ
る
６
カ
所
を
主
要
な
眺
望
地
点
と
し
て
定
め
、
そ
の
地
点
か
ら
の
見
え
方
に

対
す
る
景
観
誘
導
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

吹屋周辺地区の範囲と主要眺望地点
①吹屋資料館前の道路　②成羽公民館吹屋分館前の道路
③下谷旧道交差部　　　④下谷橋中央面
⑤旧吹屋小学校校舎の正面玄関前　⑥広兼邸楼門前
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　景観法第８条第１項の規定により、景観計画を定めましたので、同法第９条第６項の規定により、
高梁市景観計画の策定について告示し、縦覧します。
　本計画では、豊かな自然と先人から受け継いできたかけがえのない歴史的な町並みなど、市民共通
の財産である景観を守り、育て、また、これらと調和した新たな景観を創っていくため、市民・事業
者・行政の連携と協働による景観づくりを推進します。
　これまでは、県の景観計画・景観条例に基づき景観行政を進めてきましたが、７月１日からは、市
の特性を生かした独自の景観計画により、一定規模以上の建築物等の新築などをする場合は市へ届け
出ていただくことになります。本計画に定める基準に沿った整備を行うようご協力をお願いします。

◆計 画 の 名 称　　高梁市景観計画
◆計画に定める区域　　高梁市全域
◆効力の発生する日　　平成２６年７月１日
◆縦 覧 場 所　　まちづくり課都市計画係（市役所第２庁舎：落合町近似 286-1）

■「高梁市景観計画」の告示・縦覧のお知らせ

■問い合わせ　まちづくり課都市計画係　☎�０２３８

※来月号では、「届け出から審査、工事に着手するまでの流れ」などについてお知らせします。

〇全ての大規模行為
事項 基準
位置 主要眺望地点から望見されない位置とすること。

規模 主要眺望地点から望見されない規模とすること。

〇建築物および工作物の新築などをする場合
事項 基準

位置 主要眺望地点からの見え方を軽減する配置とすること。

規模 高さをできるだけ抑えて、主要眺望地点からの見え方を軽
減すること。

色彩 主要眺望地点からの見え方に配慮し、周辺の自然や空に溶
け込む色彩とすること。

吹屋の町並み広兼邸

◆
吹
屋
周
辺
地
区
の
景
観
形
成
基
準

　
県
策
定
の
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
景
観
計
画
」
の
基

準
を
継
承
し
、
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、

主
要
眺
望
地
点
か
ら
見
え
な
い
こ
と
と
し
、
そ
れ
以
外

の
建
築
物
の
新
築
な
ど
に
つ
い
て
は
、
主
要
眺
望
地
点

か
ら
の
景
観
に
及
ぼ
す
影
響
を
極
力
軽
減
す
る
た
め
の

基
準
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
基
準
の
一
部
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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　市は、母と子の明るく健やかな仲間づくりを目的として、各地区の母親クラブを支援して
います。母親クラブは、会員の自主活動を主として、毎月１回程度の集いを持ち、子どもと
一緒に楽しむ活動や研修会などを開催しています。

◆活動内容　親子および世代間の親睦を深める行事、親子料理など
◆対 象 者　乳幼児と保護者および家族
◆申込方法　健康づくり課、各地域局、各地域市民センターまで申込書を提出してください。

母と子の明るく健やかな仲間づくりは母親クラブで

■問い合わせ・申し込み　健康づくり課母子保健係　☎�０２２８

高梁市発足１０周年記念　わくわく子どもフェスタ２１

■問い合わせ　わくわく子どもフェスタ２１実行委員会事務局（子ども課内）　☎�０２８８

　子どもたちに夢と感動を与える「つくる」「あそぶ」「たべる」「みる・きく」のコー
ナーや、特設ステージでの子どもたちの歌やダンスなどの発表があります。
　また、「高梁市わくわくコンテスト」の表彰式を行うほか、親子で楽しめるイ
ベントを多数用意しています。
　多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

◆開催日時　６月１４日㈯　午前１０時～午後２時３０分
◆開催場所　栄町商店街（歩行者天国）

　高梁市手をつなぐ育成会は、障がいのある子どもたちのためと、特別支援教育の充実を図
ることを目的として昭和４２年に設立されました。
　会員からの１口３００円の会費を元に、子どもたちへの助成や、各種事業を実施していま
す。会の趣旨をご理解いただき、会員募集にご協力をお願いします。

障がいのある子どもたちのために　「手をつなぐ育成会」会員募集

■問い合わせ　高梁市手をつなぐ育成会事務局（学校教育課内）　☎�１５０９、各小学校

　子どもを犯罪から守るためには、大人の力が必要です。しかし、子どもが自らできる防犯対
策があります。しっかりと子どもに浸透させてください。

　子どもの安全対策　≪合い言葉は「いかのおすし」≫
　いか　いかない…………知らない人にはついて行かないでね。
　の　　のらない…………知らない人の車に乗らないでね。
　お　　おおごえをだす…「助けて」と大きな声を出してね。
　す　　すぐにげる………大人のいる方へ逃げてね。
　し　　しらせる…………どんな人だった？　どんなことをされた？　どんな車だった？
　　　　　　　　　　　　家の人、近くにいる人に知らせてね。

子どもを犯罪から守るために

■問い合わせ　高梁警察署生活安全課　☎�０１１０

おもちゃ病院を開設します

　昨年に引き続き「わくわく子どもフェスタ２１」の会場で、おもちゃ病院を開設します。
直したいおもちゃを、当日会場へご持参ください。
◆開設時間　午前１０時～午後１時３０分
◆料　　金　無料（※材料費等が必要な場合は、実費負担が必要。）
◆注意事項　おもちゃの状態によっては直らない場合もあります。

子育て支援情報

イベント

募　集

募　集

お知らせ
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◎ゆう・ゆうひろば
場　所：子育て支援センター　
　　　　　（順正高等看護福祉専門学校２号棟）
ゆう・ゆうタイム 10:00～11:30

5月23日㈮　「赤ちゃんタイム」
6月 6日㈮　「歯を大切にしよう」
6月13日㈮　「育児相談」
6月14日㈯　「パパデー」
6月20日㈮　「雨でもるんるん」
6月27日㈮　「赤ちゃんタイム」

サロン　毎週月～金曜日（祝日除く）10:00～16:00
家庭相談日　5月28日㈬、6月12日㈭、6月26日㈭
※保育士への相談やファミリーサポート事業の申し込み等
は、午前8時30分～午後5時15分まで受け付けています。

■問い合わせ　子育て支援センター（☎�２４５０）
　　　　　　　子ども課（☎�０２８８）

◎母子相談
月・火・木・金　9:00～16:00　子ども課相談室
■問い合わせ　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）

◎家庭児童相談
月・火・水・金　9:00～16:00　子ども課相談室
■問い合わせ　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）

◎教育相談
月～金　9:00～17:00　教育委員会相談室
■問い合わせ・電話相談　（☎�７

な
８
や
６
む
７
な
）

◎子どもの心とからだの総合相談（要予約）
6月12日㈭　13:00～15:00（受付）備北保健所

■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）

◎思春期（ひきこもり）相談（要予約）
5月22日㈭　 9:30～11:30　備北保健所
6月26日㈭　 9:30～11:30　備北保健所

■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）

◎のびのび親子教室　※申し込みが必要です
内　容：お子さんの発達について心配な人、遊びをと

おしてコミュニケーションや関わりを学ぶ教
室　※託児ができます

対　象：2歳～3歳くらいの子どもと保護者
6月17日㈫　10:30～11:30　高梁保健センター

◎親子で遊べる教室
親子体操教室　※初回は申し込みが必要です
対　象：おおむね2歳～就学前の幼児　　　　
6月 3日㈫　14:30～15:10　高梁保健センター

ちびっこ広場
対　象：おおむね1歳～就学前の幼児
6月19日㈭　10:00～11:30　成羽健康管理センター

◎離乳食教室　※申し込みが必要です
内　容：離乳食の調理実習　※託児ができます
持参品：エプロン、三角巾、筆記用具、母子健康手帳
対　象：乳児の保護者

5月29日㈭　13:30～15:30　高梁保健センター

◎育児相談
内　容：身体測定、個別相談
持参品：母子健康手帳
対　象：0歳～就学前の幼児

6月13日㈮　10:00～11:30　子育て支援センター

◎ひよこ園（療育指導）
　場　所：高梁保健センター（和室）

6月12日㈭　10:30～16:00
6月26日㈭　10:30～16:00

■問い合わせ・申し込み
　　健康づくり課母子保健係（☎�０２２８）
　　有漢地域局地域振興課（☎�３２１２）
　　成羽地域局地域振興課（☎�３２１３）
　　川上地域局地域振興課（☎�２２０１）
　　備中地域局地域振興課（☎�４５１２）

子どもの病気 Ｑ＆Ａ 教えて！保健師さん

　手足口病は、その名のとおり手・足・口・尻
などに発疹が現れるウイルス性感染症で、乳幼
児を中心に発症します。一年中感染しますが、
特に７月が流行のピークとなることが多く、こ
れからが流行の時期となります。
　感染経路は、手足口病にかかった人のせきやく
しゃみなどによる飛

ひ ま つ

沫感染や接触感染、便の中の
ウイルスによる糞口感染があります。感染して数
日間の潜伏期間を経て発症し、一時的な微熱や喉
の痛みを伴うこともあります。高熱になることは
ほとんどないため心配はありませんが、伝染する
病気なので、診察を必ず受けましょう。

家庭では…
　口の中に発疹ができた場合、食事は薄めの味
付けで、おかゆなど食べやすいものを心掛けま
しょう。食事や栄養に意識が向きがちですが水
分補給が何より大切です。感染予防のため、帰
宅後やおむつ替えの後は、せっけんなどで手洗
いをこまめに行うことが大切で
す。

手足口病ってどんな病気？Ｑ

Ａ

健康づくり課　太田保健師

子育て支援情報
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　国民年金

健康づくり教室へ講師を派遣します

■問い合わせ・申し込み　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７

　自主的に運動等の活動を行っているグループに、健康づくりを支援する講師を派遣します。
生活習慣の改善等に役立てるため、ぜひご利用ください。
◆対象グループ　次の①～③の条件にすべて該当すること
　　　　　　　①４０歳～６９歳までの人が５人以上いること
　　　　　　　②平成２６年度に３回以上の実施計画があること
　　　　　　　③他の活動助成を受けていないこと
◆講師内容　ヨガ・ピラティス等の運動・体操等（１グループ２回まで）
◆申込方法　規定の申込用紙に記入の上、健康づくり課まで提出
◆募集期間　６月３０日㈪まで　※先着６グループ

４月から国民年金の取り扱いが一部変更になりました

▼   法定免除該当者の保険料納付の見直し（障害年金受給者および生活保護対象者）
　国民年金保険料の法定免除期間であっても、本人が申し出た期間について保険料を納付することが
できるようになりました。保険料納付期間は、付加年金や国民年金基金に加入することも可能です。
　また、さかのぼって法定免除となった場合、免除の該当日後に保険料を納付されていた期間を、保
険料納付済期間とすることができるようになりました。

▼   免除、納付猶予および学生納付特例期間の保険料還付の見直し
◎法定免除の人
　　国民年金保険料を前納した後、法定免除に該当した場合、法定免除の該当日に属する月以降の期
間を保険料納付済期間とするか、保険料を還付するか選択できます。

◎申請免除の人
　　国民年金保険料を前納した後、申請免除等が承認された場合、申請日の属する月以降の期間は保
険料を還付する取り扱いとなります。

▼   国民年金付加保険料の納付期間の見直し
　国民年金付加保険料は、一般保険料と同様に、過去２年分まで納付することができるようになりまし
た。ただし、平成２６年３月分以降の保険料からが対象です。

問市民課　☎�０２５２
　 日本年金機構高梁年金事務所　☎�０５７２

第３回地域を守り創る研修大会を開催します
　地域住民自身が地域の活性化を図るため、若い人が参加しやすいテーマを掲げ、共に学び
次世代につなげていく研修会を開催します。ぜひご来場ください。
◆日 時　７月２０日㈰　午後１時３０分～午後４時３０分
◆場 所　川上総合学習センター
◆内 容　講演「悪徳業者から地域を守ろう」　講師：高梁警察署生活安全課長
　　 　　合奏「岡山県警察音楽隊」、寸劇「劇団やたか」　ほか
■問い合わせ　地域を守り創る研修大会実行委員会事務局（川上地域局内）　☎�２２００

高梁自然公園へ入場できません

　落合町阿部・原田地区で松くい虫防除のため、薬剤の空中散布を実施します。このため、６月５日㈭～13日㈮までの
期間、高梁自然公園へ入園できません。ご迷惑をお掛けしますが皆さんのご協力をお願いします。
■問い合わせ　農林課林業振興係　☎�０２２５

生 活 支 援 情 報
募　集
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◎ふれあい相談
　　10:00～15:00　高梁総合福祉センター
　心配ごと相談・高齢者サービス相談　6月19日㈭
　身体障害者相談　　　　　　　　　　6月 5日㈭
　福祉総合相談　　　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　※各相談窓口において随時相談に応じます。

■問い合わせ・相談予約
　高梁市社会福祉協議会地域福祉課（☎�７２４３）
　有漢支所（☎�３２１８）成羽支所（☎�２００５）
　川上支所（☎�９７７０）備中支所（☎�３１３１）

◎人権擁護委員によるなやみごと相談
6月 2日㈪ 10:00～16:00　市役所別館第５会議室
6月 2日㈪ 10:00～16:00　有漢保健センター
6月 2日㈪ 10:00～16:00　成羽文化センター
6月 2日㈪ 10:00～16:00　川上総合学習センター
6月 2日㈪ 10:00～16:00　備中総合センター
■問い合わせ　岡山地方法務局高梁支局（☎�２３１８）

◎法律相談（予約制）
6月10日㈫ 13:00～16:00　市役所別館第５会議室
■問い合わせ・申し込み　市民課市民係（☎�０２５４）

◎行政相談
6月 2日㈪  9:00～12:00　市コミュニティプラザ
6月 2日㈪  9:00～12:00　有漢保健センター
6月 2日㈪ 10:00～16:00　備中総合センター
6月20日㈮ 10:00～15:00　成羽総合福祉センター
■問い合わせ　市民課市民係 （☎�０２５４）

　　　　　　　　各地域局地域振興課住民・まちづくり係

月　　日 医療機関名（所在地） 電話番号

５月２５日㈰ 高梁整形外科医院（本町）
まつうらクリニック（成羽町）

☎�１５３１
☎�２３１５

６月　１日㈰ 大杉病院（柿木町） ☎�５１５５

６月　８日㈰ 藤本診療所（松原通）
備中診療所（備中町）

☎�３７６０
☎�９００１

月　　日 医療機関名（所在地） 電話番号

６月１５日㈰ 備中整形外科病院（成羽町）
三村医院（巨瀬町）

☎�４３１１
☎�９０１０

６月２２日㈰ 高梁中央病院（南町） ☎�３６３６

６月２９日㈰ 池田医院（中間町）
野村医院（巨瀬町）

☎�２２４４
☎�０００３

※休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前に電話でご確認ください。

休  日  当  番  医

◎職業相談
　　月～金  8:30 ～ 17:15 高梁公共職業安定所
■問い合わせ　高梁公共職業安定所（☎�２２９１）

◎司法書士相談
6月13日㈮ 10:00～12:00　市役所別館第４会議室
■問い合わせ　市民課市民係（☎�０２５４）
◎消費生活相談

6月17日㈫ 10:00～15;00　市役所別館第５会議室
■問い合わせ　市民課市民係（☎�０２５４）

税目 期 納期限
（口座振替日） 【予告】６月の納期限（口座振替日）

〇市民税・県民税（普通徴収／１期・全期）
※納期限／口座振替日＝６月３０日㈪軽自動車税 全期 ６月２日㈪

※口座振替で納税された人には、６月中旬に「軽自動車税納税証明書」を郵送します。
【お願い】口座振替を登録されている人は、振替日前に預金残高の確認をお願いします。

　税金　５月納期限（口座振替日）のお知らせ　　　　問 税務課　☎�０２１５

************************************************
備北保健所からのお知らせ

～受けよう！エイズ検査～
　６月１日㈰から７日㈯は「ＨＩＶ検査普及週間」です。平成２５
年まで県内で、報告されたエイズウイルス（ＨＩＶ）による患者と
感染者は累計で１６７人（うち男性９４％）で、２０歳～４０歳の
若い年代が７５％以上を占めています。ＨＩＶに感染していても症
状がなく、検査をしなければ発見できません。早期に発見できれば、
エイズの発症を防ぐことが可能となっています。
　備北保健所では、毎月第４水曜日に無料・匿名でエイズ定期検査
を実施しています。また「ＨＩＶ検査普及週間」に合わせて、定期
外の検査を実施しますのでご相談ください。（※予約が必要です。）
　 ▼検査日　６月５日㈭　10:00～18:00
　 ▼会　場　備北保健所　※料金無料、匿名可能
※定期検査・相談（※すべて予約制）
病態栄養相談　　　　 　 6月12日㈭　10:00～11:00
精神保健福祉相談　　 　 6月11日㈬　14:00～15:00
　　　　　　　　　 　　　6月25日㈬　14:00～15:00
エイズ・性感染症検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
　　　　 　　　　　　　　 6月25日㈬　13:00～14:00
骨髄ドナー検査登録　　  6月25日㈬　13:00～14:00
■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）

************************************************

生 活 支 援 情 報
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▽応募資格
　市内に在住、通学・通勤している人。年齢制限は
ありません。
　※第９回（平成 25年度）の入選者（佳作は除く）
は、今回に限り入選した部門には応募できません。

▽応募規定
1. 未発表の創作作品であること。※同人誌等への発
表作品も不可。他の文学賞等へ同時に応募するこ
ともできません。

2. 用紙は 400 字詰め縦書き原稿用紙（Ａ４判）を
使用し、かい書で丁寧に書いてください。ワープ
ロ原稿の場合は、Ａ４判横置き縦書き（縦 30字
×横 40字）としてください。

3.各部門の応募点数、原稿枚数等は次のとおりです。
　※応募は各部門 1人 1点（複数部門への応募は可）
　小・中学生の部
　　①短歌　　　　・・・3首（1組）
　　②俳句　　　　・・・3句（1組）
　　③川柳　　　　・・・3句（1組）

　高梁市文学選奨の作品を募集します。小説や俳句、童謡等に興味のある人、どしどしご応募ください！

　一般・高校・大学生の部
　　①小説・随筆等・・・1編（応募用紙 30枚以内）
　　②詩　　　　　・・・1編
　　③短歌　　　　・・・10首（1組）
　　④俳句　　　　・・・10句（1組）
　　⑤川柳　　　　・・・10句（1組）
　　⑥童謡作詞　　・・・1編
4. 応募用紙に必要事項を明記し、作品に添付してく
ださい。原稿には応募部門と題名のみ記入し、住
所・氏名等は記入しないでください。応募用紙は、
社会教育課、各公民館、市ホームページにあります。

5. 応募作品は返却できません。

▽賞　入選…各部門で各１点、佳作…全体で 20点程度

▽表彰等
　表彰式は 12月頃行い、入賞者には賞状と記念品を贈呈。
入賞作品は、作品集「高梁の文学」に掲載します。

▽応募先　　〒 716-0062　高梁市落合町近似 286-1
　　　　　　　高梁市教育委員会社会教育課文化係

▽応募期間　６月２日㈪～９月５日㈮※当日消印有効

社会教育課（☎�１５１６）募集 高梁市発足１０周年記念　第１０回高梁市文
ぶんがくせんしょう

学選奨

情報コーナー



文化のひろば

17 広報　　　　　５月号　vol.116

高梁市内共通商品券（備中松山銀札）を発行します
　高梁商工会議所と備北商工会は、市内で使用できるプレミ
アム付き商品券を発行します。
　内 容：1セット 1,000円×21枚つづり
　販売価格：20,000円（1,000円のプレミアム付き）
　販売開始：５月２０日㈫から
　使用期間：５月２０日㈫ ～ １０月３１日㈮
　※使用できる加盟店一覧を、商品券購入時にお渡しします。
　■問い合わせ　高梁商工会議所☎�２０９１、備北商工会☎�２４１２

　高梁駅ふれあい連絡路展示　高梁文化協会（☎�２１２５)

　毎月、高梁文化協会による短歌・俳句・書道・ちぎり絵・写真などの作品展示を行っています。
　展示名：「冠句」　　期間：６月１日㈰～６月３０日㈪

も同時発売

ドリームジャンボミニ５０００万

県内での宝くじの売り上げは、公園、学校などの教育施設の充実

など、県民のみなさんの身近なところに役立てられています。

宝くじは、「県内」でご購入ください。

▼
日
時
…
５
月
31
日
㈯　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
、
６
月
１
日
㈰　
午
前

９
時
～
午
後
２
時
30
分

▼
場
所
…
働
く
婦
人
の
家

▼
内
容
…
生
け
花
、
書
道
、
小
物
等

の
展
示
発
表
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
抹

茶
（
６
／
１
の
み
）、
コ
ー
ヒ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど

働
く
婦
人
の
家
☎
�
１
６
５
０

働
く
婦
人
の
家
グ
ル
ー
プ
ま
つ
り

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

　総合文化会館（☎�１０４０)　休館日 毎週火曜日

高梁市発足10周年記念
親子のためのクラシックコンサート　音楽の絵本
　「音楽の絵本」とは、ズーラシアンブラスをはじめ、動物たちが活躍する本格的なクラシッ
クコンサートです。児童劇ともキャラクターショーとも違う独自の世界が話題を呼び、日本
全国幅広い地域で公演を行っています。ぜひご覧ください。
　日 時：７月20日(日)　開演：午後２時（開場：午後１時３０分）
　入 場 料：１０００円（全席自由・当日券５００円増・３歳以下は無料、席が必要な場合は有料）
　＜チケット販売先＞　総合文化会館、市内プレイガイドほか
全戸配布でお知らせしました自主文化事業「高梁寄席　三遊亭小遊三・三遊亭円楽」のチケット発売日に誤りがありました。
訂正してお詫びします。　　チケット発売日　（誤）５月２９日㈮　⇒　（正）５月２９日㈭

　
高
梁
市
観
光
ガ
イ
ド
会
で
は
、
一

緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集

し
ま
す
。

　
実
際
に
観
光
客
の
ガ
イ
ド
に
随
行

し
て
、
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
「
知
る

識
る
高
梁
」
体
験
ガ
イ
ド
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
次
回
コ
ー
ス
…
天
空
の
山
城
・
備

中
松
山
城
コ
ー
ス

▼
日
時
…
６
月
21
日
㈯　
午
前
10
時

～
正
午　
※
７
月
以
降
も
毎
月
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
集
合
場
所
…
高
梁
市
観
光
駐
車
場

▼
参
加
費
…
無
料

高
梁
市
観
光
協
会
☎
�
０
４
６
１

「
知し

る
識し

る
高
梁
」
体
験
ガ
イ
ド

高
梁
の
魅
力
を
一
緒
に
発
信
し
よ
う

（５月１日現在） ハローワークたかはし　☎�２２９１

職　　　種 所在地 賃金月額
コンクリート技術者補助 津川町 170,000円 ～ 220,000円
経理および一般事務 南町 170,000円 ～ 230,000円
給油アドバイザー 落合町 時給  780円 ～ 1,150円
設計管理補助職 落合町 時給  1,100円
生活相談員 成羽町 180,000円

求人情報
職　　　種 所在地 賃金月額

介護職員 成羽町 時給  800円 ～ 1,000円
自動車整備・修理工 川上町 150,000円 ～ 230,000円
洋菓子パンの製造販売 栄町 時給  720円 ～ 780円
事務職 川端町 時給  800円
歯科技工物の研磨 原田南町 時給  800円 ～ 850円
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市長室
から

こ
ん
に
ち
は

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

▼
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
は
、
高
梁
市
を
多
く
の
方

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
備
中
松
山
城
は
、
こ
れ
ま

で
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
全
国
放

送
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
約
１
・
２

倍
の
方
に
登
城
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
頼
久
寺
や
武
家
屋
敷

な
ど
も
入
場
者
が
増
加
し
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
増
加
で
、
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
な
る

お
も
て
な
し
の
体
制
づ
く
り
、

備
中
松
山
城
か
ら
市
街
地
や
吹

屋
地
区
へ
の
誘
導
、
食
事
や
お

土
産
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
施

設
、
大
型
観
光
バ
ス
の
受
け
入

れ
‐
な
ど
で
す
。
市
役
所
内
部

の
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
関

係
機
関
と
も
連
携
し
て
、
こ
う

い
っ
た
課
題
へ
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。「
高
梁
市
を
訪

ね
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
市
全
体
で
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
費
刺
激

策
と
し
て
、
高
梁
商
工
会
議
所

と
備
北
商
工
会
が
、
５
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
を

発
行
し
ま
す
。
商
品
券
の
名
称

は
、
山
田
方
谷
さ
ん
に
ち
な
み

「
備
中
松
山
銀
札
」
と
名
付
け
ら

れ
、
当
時
の
図
柄
を
採
用
し
て

あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た

め
て
方
谷
さ
ん
の
大
河
ド
ラ
マ

化
の
活
動
に
も
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
岡
山
県
は
、
県
内
の
自
治
体
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
共
同
で
、

平
成
28
年
の
春
に
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
大

型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
天
空
の
山
城
・
備
中
松
山
城
」

は
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で

目
玉
と
な
り
そ
う
で
す
。
今
か

ら
準
備
を
進
め
な
く
て
は
と
思

っ
て
い
ま
す
。
記
念
列
車
の
運

行
な
ど
も
提
案
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

5・6月に開催するスポーツ大会のお知らせ　 市体育協会事務局（スポーツ振興課内☎�0425）

名　称 開 催 日
開会時間 会　場 備　　　考

第5回岩戸開き in
用瀬祭
ボルダリング競技会
を通じての交流会

5月25日㈰
午前１０時

※雨天の場合
は6月１日㈰に
延期

用瀬クライミ
ング広場
（備中町用瀬）

【目　的】岩登り技術の向上と普及、地域の皆さんとの交流
【内　容】特設ステージでボルダリングセッション（午前10時～）
　　　　　※ボルダリングセッションの詳細はお問い合わせください。
【出　店】カレーライス、焼きそば
【問い合わせ】 備中高梁クライミング協会事務局
　　　　　杉田さん（☎090-7122-0034、☎ �3106）

第12回岡山県北
西部地区ソフトバ
レーボール大会

6月１日㈰
午前8時3０分 市民体育館

【対　象】 高梁市、新見市、総社市、吉備中央町に在住、勤務、通学する中
学生以上の人で構成されたチームおよび連盟が招待したチーム

【部　門】①混合の部<フリー >　②混合の部<平均40歳以上 >
　　　　　③レディースの部<フリー >
　　　　　④レディースの部<平均40歳以上 >
【参加費】1人600円（傷害保険料含む）※当日持参のこと
【申し込み】 5/21㈬までに高梁ソフトバレーボール連盟事務局・
　　　　　坂本和弘さん（☎090-8241-7024）へ

第34回高梁市体
育協会長杯硬式テ
ニス大会

6月１5日㈰
午前9時3０分 高梁運動公園

【対　象】 県テニス協会Cクラス以下の人
【部　門】 男子ダブルス、女子ダブルス
【参加費】 1ペア2000円※当日、受付で徴収
【申し込み】 6/6㈮までにスポーツ振興課へ
【問い合わせ】 高梁硬式テニスクラブ事務局・
　　　　　竹浪史郎さん（☎090-1330-9939）

第9回 国 体 記 念
オープンソフト
ボール大会

6月29日㈰
午前8時3０分 高梁運動公園

【対　象】市内に在住・通勤する人で構成された大学生、一般のチーム
【参加費】 1チーム2000円
【その他】全試合5回制、ピッチャーはスローピッチで行う。
【申し込み】 6/24㈫までに市体育協会事務局へ
【問い合わせ】 渡辺日出治さん（☎�0495、 �1003）

第52回市民体育
祭市民卓球大会

6月29日㈰
午前8時3０分 市民体育館

【対　象】 市内に在住、勤務・通学する人、市内卓球クラブに所属
する人

【部　門】<個人戦> 中学校男子の部、中学校女子の部、高校一般男子の部、
高校一般女子の部、60歳以上ベテラン男女の部

　　　  　　<団体戦 >1チーム4～6名（男女混合も可）
【参加費】無料
【申し込み】 6/20㈮までに市体育協会事務局へ
【問い合わせ】三上さん（☎090-9730-3219）

情報コーナー
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そ
し
て
、
吉
備
高
原
の
侵
食
小
起
伏

面
が
発
達
し
て
、
浅
い
沖

ち
ゅ
う
せ
き積

低
地
と
丘

陵
と
な
っ
て
い
る
地
形
が
分
布
し
て
い

て
、
ま
さ
に
小
起
伏
・
多た

短た
ん

谷こ
く

の
地
形

が
見
ら
れ
る
地
域
な
の
で
す
。
集
落
は

ほ
と
ん
ど
が
山
砂
利
層
の
小
起
伏
の
斜

面
に
位
置
し
て
い
て
、
耕
地
は
水
の
豊

か
な
沖
積
低
地
の
く
ぼ

3

3

に
水
田
が
、
集

落
の
回
り
の
斜
面
に
畑
地
が
分
布
し
て

い
ま
す
。

　
近
世
の
「
原
田
」
は
、
備
中
国
川
上
郡

「
原
田
村
」
で
し
た
。
毛
利
氏
の
支
配
か

ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
幕
府
領
と

な
っ
て
、
元げ

ん

和な

三
年
（
一
六
一
七
）
に
は

成
羽
藩
領
、
そ
し
て
寛
永
一
九
年
に

（
一
六
四
二
）
幕
府
領
と
な
り
、
万ま

ん

治じ

元

年（
一
六
五
八
）か
ら
旗
本
山
崎
豊と

よ

治は
る（

の

ち
成
羽
藩
）
領
と
支
配
が
移
り
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
正

し
ょ
う
ほ
う保

二
、三
年
（
一
六
四
五
～

四
六
）頃
の「
正
保
郷
帳
」に
よ
る
と
、
村

高
八
九
石
余
り
と
記
録
さ
れ
、
幕
末
の

天て
ん

保ぽ
う

五
年
（
一
八
三
四
）
の
「
天
保
郷
帳
」

で
は
、
一
八
九
石
余
り
と
な
っ
て
村
高

が
増
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
文ぶ

ん

久き
ゅ
う

元
年

（
一
八
六
一
）
刊
の
「
備
中
村む

ら
か
が
み

鑑
」
に
よ
る

と「
五
千
石
山
崎
主ち

か
ら
の
す
け

税
介
様
」の
中
に「
原

田
村
」
一
六
〇
石
四
斗
六
升
、
庄
屋
藤
沢

亀
蔵
と
記
録
し
て
い
ま
す
。
原
田
村
は

耕
地
も
乏
し
く
、
石
高
が
最
も
少
な
い

村
だ
っ
た
の
で
す
。「
備
中
誌
」
に
も
高

一
八
九
石
、
反
別
一
〇
町
二
反
余
と
記

録
し
て
い
ま
す
。

　
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
、
松
山

藩
領
の
川
乱
村
（
の
ち
明
治
一
四
年
＝

一
八
八
一
に
原
田
村
と
合
併
し
た
）
と
成

羽
藩
領
だ
っ
た
原
田
村
と
の
間
で
、
村

の
境
界
争
論
が
枝
村
だ
っ
た
野
呂
谷
を

め
ぐ
っ
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
（「
増
補
版

高
梁
市
史
」）。
事
の
起
こ
り
は
、
原
田

村
三
松
の
分
家
の
茂
作
が
、
松
山
藩
領

川
乱
村
と
の
境
界
辺
り
へ
居
宅
を
構
え

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
境

が
入
り
組
ん
で
紛
ら
わ
し
い
場
所
で
、

川
乱
村
の
庄
屋
仲
田
治じ

兵へ

衛え

（
治
平
）
の

持
山
続
き
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
治

兵
衛
は
領
分
領
主
は
違
っ
て
も
、
一
つ

の
村
と
同
じ
間
柄
な
の
で
、
話
し
合
い

た
い
と
申
し
出
、
茂
作
側
も
同
意
し
た

が
、
村
役
人
は
領
主
の
大
境
目
な
の
で

…
と
い
っ
て
、
宇
治
村
庄
屋
作
太
郎
、

成
羽
領
側
か
ら
臘し

わ
す数

村
（
現
川
上
町
領

家
）
庄
屋
忠
太
郎
を
立
会
人
と
し
て
見け

ん

分ぶ
ん

さ
せ
、
双
方
納
得
の
上
、
境
界
石
を
改

め
「
取

と
り
か
え
も
う
す
う
ち
す
ま
す
き
て
い

替
申
内
済
規
定
」
を
定
め
て
決
着

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
田
村
は
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）、

隣
の
川
乱
村
と
合
併
し
て
い
ま
す
。
同

二
二
年
（
一
八
八
九
）、
落
合
村
の
大
字

と
な
り
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）

に
高
梁
市
落
合
町
原
田
と
な
り
ま
し

た
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
の
戸
数

は
八
八
戸
、
人
口
は
男
二
六
〇
人
、
女

二
四
四
人
、
学
校
一
校
（
原
田
小
学
校
）

で
し
た
。「
畝う

ね

」に
寛か

ん

弘こ
う

元
年（
一
〇
〇
四
）

創
立
と
い
わ
れ
る
産う

ぶ
す
な
が
み

土
神
「
諏
訪
神
社
」

が
あ
り
ま
す
。「
久
保
」
に
は
「
天
神
社
」

（
創
立
不
詳
）
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
高

齢
化
が
進
み
、
過
疎
化
の
激
し
い
地
域

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　「
原
田
」
と
か
「
原
」
の
つ
く
地
名
は
、

全
国
各
地
に
あ
り
ま
す
。「
原
」
の
意
味

は「
田
畑
の
あ
る
所
」と
か
、「
台
地
上
の

平
地
」
な
ど
の
地
名
を
意
味
し
て
い
て
、

「
大
き
く
開
け
た
所
」
の
地
名
と
し
て
も

よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
低
湿
地
で
は

な
く
、
草
が
生
い
茂
る
よ
う
な
所
で
も

窪
に
な
っ
た
低
地
で
、「
平
ら
な
所
」「
開

か
れ
た
所
」
を
表
現
す
る
地
名
と
し
て
も

よ
く
出
て
き
ま
す
。（

文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　「
原
田
」
は
成
羽
川
の
左
岸
、
標
高

四
〇
〇
～
五
〇
〇
㍍
の
吉
備
高
原
上
に

位
置
し
て
い
る
地
域
で
、
東
に
落
合
町

近
似
、
西
に
落
合
町
福
地
、
南
に
落
合

町
阿
部
、
北
に
は
松
原
町
神
原
が
あ
っ

て
、
隣
の
川
乱
地
区
と
と
も
に
東
西
南

北
を
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

地
名
を
あ
る
く

九
十
四  
　
落
合
町 

原
　
田

原田地区の水田が広がる窪地
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※このレシピは、行政放送、市ホームページでも紹介します。

＜作り方＞
① ワケギは３センチの長さに切り、酒を少々ふり、フライパンで炒

める。
② 菜の花は、３～４センチ長さに切り、熱湯に塩少々入れ、ゆでておく。
③ 砂出ししたアサリをよく洗って鍋に入れ、酒を少々ふり、蓋をし

て火にかける。口が開いたら火を止め、身を取り出す。
④ ボウルに、白味噌、酢、砂糖、練りからしを入れてよく混ぜ合わせる。
⑤ ④によく水気をきった①②③を加えてあえる。

1 人分の栄養価【 エネルギー 92kcal 】　たんぱく質 7.8g　脂質 0.9g　食塩 2.0g

検診無料券の対象ではありませんか？
　市が行う検診で対象年齢（下表参照）の人には、検診無料券を郵送します。毎年、無料券は対象
者の１割程度しか利用されていません。対象年齢の人は、ぜひご利用ください。
◆利用方法：①５月末に対象者の自宅へ無料券を郵送します。
　　　　　　②検診会場・指定医療機関へ無料券を持参して検診を受けてください。

アサリと春野菜の酢味噌あえ
　ワケギは、ネギとタマネギの雑種の野菜で、ネギと比べて辛味
が少なく甘みがあり、疲労回復、食欲増進に効果的です。アサリ
には、鉄分、ビタミンＢ 12 が多く含まれているので、貧血気味の
人や妊産婦に適した食材です。
　菜の花もビタミンＣ、B1、B2、カルシウムなどが含まれている
ため、食卓に菜の花料理があると、幅広い栄養を摂取できます。

レシピ提供：高梁市栄養改善協議会連合会 川面支部

春の野菜をアッサリと

対象年齢（生年月日） 該当となる検診名
２０歳（平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ）

子宮頸がん検診（女性のみ）
２５歳（昭和 63年４月２日～平成元年４月１日生まれ）
３０歳（昭和 58年４月２日～昭和 59年４月１日生まれ）
３５歳（昭和 53年４月２日～昭和 54年４月１日生まれ）
４０歳（昭和 48年４月２日～昭和 49年４月１日生まれ） 結核・肺がん検診

胃がん検診（ＡＢＣ診断を含む）
大腸がん検診
前立腺がん検診（男性のみ）
乳がん検診（女性のみ）
子宮頸がん検診（女性のみ）
特定健康診査（市国民健康保険被保険者）

４５歳（昭和 43年４月２日～昭和 44年４月１日生まれ）
５０歳（昭和 38年４月２日～昭和 39年４月１日生まれ）
５５歳（昭和 33年４月２日～昭和 34年４月１日生まれ）
６０歳（昭和 28年４月２日～昭和 29年４月１日生まれ）
６５歳（昭和 23年４月２日～昭和 24年４月１日生まれ）

　がん検診Ｑ＆Ａ　～ 聞いてよかった がん検診のあれこれ ～
Ｑ：乳がん検診では、視触診とマンモグラフィどちらも受けたいけど、無料券はどちらも使えますか？
Ａ：使えます。（マンモグラフィのみの受診はできません。希望者は視触診も受けるようになります。）
Ｑ：がん検診の無料券は届いたけど、特定健康診査の無料券が届きませんが？
Ａ：特定健康診査については、加入している医療保険が市国民健康保険の人に限ります。
　　※特定健康診査の無料券については別途郵送します。

■問い合わせ　　　　　　　　　　　　　
　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７知って 得 する検診情報　Ｖｏｌ．2

＜材料＞（４人分）
ワケギ …………………………… 150g
菜の花 …………………………… 100g
アサリ ……… 殻つき350g（水煮140g）
酒 ………………………………… 少々
白味噌  …………………………… 50g
酢 …………………………… 大さじ２
砂糖 ………………………… 大さじ１
練りからし ……………………… 少々
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一般書

超常現象
科学者たちの挑戦
梅原 勇樹、苅田 章／著
ＮＨＫ出版
　幽霊、臨死体験、念力、テレパ
シー…。超常現象の正体に、現代
科学はどこまで迫れるか。超常現
象に合理的な説明をつけるために
必死の模索を続ける科学者たちの
最前線の研究を紹介する。

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館

17日火
有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00
有漢生涯学習センター前　15:10～15:30
市営単独住宅高梁団地前　16:20～16:50

19日木
西山コミュニティハウス前　11:00～11:30
黒鳥ふれあい会館前　　　13:15～13:45
川上児童館前　　　　　　14:15～15:15

20日金
玉川地域市民センター前　11:00～11:30
落合地域市民センター前　13:00～14:00
中国電力社宅前　　　　　14:30～15:00
松原地域市民センター前　15:30～16:00

24日火
津川地域市民センター前　11:00～11:30
高倉地域市民センター前　13:00～13:30
川面地域市民センター前　14:00～14:30

27日金
巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　16:00～16:30

児童書
ゴールデンタイム
さよならテレビくん
稲葉 卓也／原作・絵
長谷川 義史／文　
白泉社
　昭和の茶の間で活躍した家具調
テレビ。時は移り廃品置き場に捨
てられたテレビの運命やいかに !?

児童書

４７都道府県方言キャラ絵本
西日本
たかい よしかず／作・絵
国土社
　「はしかい」「こまい」「おーき
に」…。方言の持つ不思議なイ
ンスピレーションから生まれた、
たくさんの方言キャラクターと
ともに、西日本各地の方言を紹
介します。ご当地グルメ自慢も
掲載。

移動図書館「うぐいす号」

10日火
24日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
成羽公民館中分館　　　　 9 :20～ 9 :30
ささゆり苑　　　　　　　 9 :40～ 9 :50
成羽公民館吹屋分館　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
日名神楽公園　　　　　　11:35～11:50

７日土 きりがみあそび「ぐねぐねヘビ」

14日土
おりがみあそび「ひっくりかえる」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

21日土 ビデオ「たからじま」

28日土 かみしばい「なぞなぞまおうをやっつけて！」

えほんのよみきかせ　10:00から
小学生までが対象で参加無料。

14日土

小型絵本「どうぞのいす」、
紙芝居「ゲンさんのてんのぼり」ほか、
工作「くるくるコップ」も行います。
（ボランティアグループ『うぐいす』）

今月のおすすめ

今月のおすすめ

図 書 館 だ よ り

２日㈪、９日㈪、12日㈭、
16日㈪、23日㈪、30日㈪

開館時間  9:00～17:00　 休館日

開館時間　9:00～17:00　 　休館日　毎週月曜日　

高梁中央図書館
（☎�2912）

成 羽 図 書 館
（☎�2589）
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　吉備国際大学、吉備国際大学短期大学部、順正高等看護福祉専門学
校では、今年もたくさんの新入生を迎えることができました。今年度
も順正学園の取り組みを紹介し、地域の皆さまと共に歩むことができ
ればと考えています。
　下記のとおり、吉備国際大学公開講座を開催しますので、地域の皆
さまの参加を心よりお待ちしています。

吉備国際大学　公開講座のご案内

■問い合わせ・申し込み　吉備国際大学庶務課　☎�７４０４、 �７５６０

開催日時 演　　題 講　　師 会　　場
５月２４日㈯

午前９時３０分～午後６時
※締め切り：5 月 19 日㈪

【大原美術館の名画と大原美術館を
取り巻く近代建築に潜む謎に迫る】

※バス・昼食・入館料含む 6000 円
外国語学部

小西伸彦  准教授
大学 14506 教室 (14 号館）
大原美術館・周辺建物（倉敷市）

定員：２０人
６月２１日㈯

午後１時～午後３時
【高梁の絵画－鎌倉時代から現代まで－】

（受講料無料）
文化財学部

守安  收  教授
大学 14506 教室（14 号館）

定員：２０人
７月５日㈯

午後１時～午後３時
【癒しの足もみ健康法】

（受講料無料）
短期大学部

田坪 由香里  講師
大学 14506 教室（14 号館）

定員：２０人

◆申込方法
　開催日の１週間前までに、電話・ファクスで受講をお申し込みください。
　※電話の受付時間は平日の午前９時３０分～午後５時
　※ファクスの場合は、①氏名・ふりがな、②年齢、③郵便番号・住所、④電話番号、⑤受講希望講座名を記入しください。
　※受付は先着順です。定員になり次第、締め切りますのでお早目にお申し込みください。
☆上記の他にも、岡山県生涯学習大学（８月～９月開講）、市民講座（９月～１０月開講）ほか、

１１月までさまざまな講座を予定しています。
　※今後の講座開催については、ホームページ（http://kiui.jp/pc/）でお知らせしていきます。

　　成羽病院通信　　　　　　   ■問い合わせ　☎�３１１１

「晴れやかネット」が利用できるようになりました

　今回は医療ネットワーク岡山協議会が運営する「晴れやかネット」を紹介します。
　ＩＴの進歩には目をみはるものがあります。５月１日から成羽病院でも、念願であった電子カルテの運用
が始まり、カルテや多くの検査データがパソコン上で管理できるようになりました。この電子カルテの導
入で、県内の各医療機関と連携し相互に情報共有が行える「晴れやかネット」への参加が可能となりました。
　「晴れやかネット」は、それぞれの病院や診療所で得られた患者さんの医療情報（例えば、ＣＴやＭＲＩ
などの検査データ、採血データ、手術結果、治療経過など）を、患者さんの同意のもと、セキュリティー
の保証されたインターネット回線を通じて共有することができるシステムで、県内約４５０の病院や診療
所が参加しています。
　「晴れやかネット」に参加することにより、患者さん一人一人の医
療情報を、各医療機関が相互に共有できるため、他の医療機関へ転院
される場合でも、切れ目のない治療を行うことができます。
　複数の医療機関で受診している人で、自分の検査や治療データなど
の医療情報の共有に同意される人は、かかりつけの医師や病院の主治
医にご相談ください。

成羽病院・院長　紙谷 晋吾
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世せ

子し

勝か
つ

静き
よ
を
指
導
す
る

　

山
田
方
谷
は
有ゆ

う

終し
ゅ
う

館か
ん

と
牛

ぎ
ゅ
う

麓ろ
く

舎し
ゃ

で
教
育

に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。
40
歳
に
な
っ
て
、

藩
主
勝か

つ

職つ
ね

の
世
子
（
次
期
藩
主
）
の
教
育
を

も
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

の
時
、
世
子
は
22
歳
。
桑
名
藩
主
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

永な
が

の
第
８
子
、
寛
政
の
改
革
を
行
っ
た
松

平
定さ

だ

信の
ぶ

の
孫
・
松
平
寧ね

い

八は
ち

郎ろ
う

で
、
５
年
後

に
藩
主
勝
静
と
な
り
ま
す
。

　

方
谷
が
弟
平
人
に
送
っ
た
手
紙
の
中
に
、

「
世
子
の
君
は
文
武
を
ご
研
精
な
さ
れ
、
敬

服
し
て
い
ま
す
。
学
問
と
し
て
は
、
前
学

頭
奥
田
楽
山
が
『
名め

い

臣し
ん

言げ
ん

行こ
う

録ろ
く

』
を
、
私
は

『
資し

治じ

通つ

鑑が
ん

綱こ
う

目も
く

』
を
用
い
、
隔
日
に
会
読

し
て
い
ま
す
。
唐
の
時
代
の
過
半
は
お
済

み
に
な
り
ま
し
た
。
時
に
は
卓
越
な
議
論

も
あ
り
ま
す
。
作
詩
は
こ
と
に
上
手
で
五

言
、
七
言
の
長
編
詩
も
お
出
来
に
な
り
感
心

い
た
し
ま
す
。
文
学
は
ご
家
中
に
及
ぶ
者

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
武
術
も
毎
日
な
さ

れ
、
弓
術
と
馬
術
は
抜
群
の
ご
上
達
で
す
。

寒
中
で
も
炉
辺
へ
寄
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で

夏
の
昼
寝
と
冬
の
暖
炉
は
し
な
い
と
の
こ

と
。
桑
名
侯
の
厳
し
い
家
風
が
分
か
り
ま

す
」
と
、
勝
静
の
優
れ
た
文
武
の
才
と
人
物

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
資
治
通
鑑
綱
目
」
は
司し

馬ば

光こ
う

が
著
し
た

歴
史
書
、「
資
治
通
鑑
」の
中
か
ら
、
朱
子
が

重
要
な
事
柄
を
選
ん
で
書
い
た
も
の
で
す
。

唐
・
宋
の
歴
史
を
学
び
議
論
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
君
主
と
し
て
の
あ
り
方
を
共
に

考
え
て
い
ま
す
。
特
に
唐
の
徳と

く

宗そ
う

（
人
を
正

し
く
見
ず
、
い
さ
め
る
賢
臣
を
追
い
出
し
、

お
も
ね
る
家
臣
を
重
ん
じ
て
政
治
が
乱
れ
、

臣
下
の
反
抗
を
招
い
て
、
一
時
国
外
に
逃
亡

し
た
君
主
）
に
つ
い
て
、
そ
の
失
政
を
論
じ

た
世
子
の
徳
宗
論
の
写
し
を
方
谷
は
求
め

ま
し
た
。
世
子
が
「
何
の
た
め
に
欲
し
い
の

か
」
と
聞
く
と
、
方
谷
は
「
将
来
、
殿
が
我

欲
で
良
く
な
い
言
行
を
な
さ
っ
た
時
に
お

諫い
さ

め
す
る
証
拠
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

答
え
る
と
、
理
解
さ
れ
て
貰
い
受
け
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
を
通
し
て
、
至し

誠せ
い

惻そ
く

怛だ
つ（

誠
を
つ
く
し
、
人
を
思
い
や
る
心
）

を
教
え
て
い
ま
す
。
の
ち
世
子
が
藩
主
に
な

っ
た
時
、
藩
政
改
革
に
は
方
谷
が
必
要
だ

と
考
え
る
心
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

弘こ
う

化か

２
（
１
８
４
５
）
年
に
は
世
子
は
藩

内
の
実
状
を
知
る
た
め
に
巡
視
し
て
廻
り
、

方
谷
は
お
供
を
し
て
い
ま
す
。
故
郷
を
通

る
時
、
殿
の
傍
ら
で
偉
そ
う
に
見
ら
れ
て

い
る
の
で
は
と
、
昔
の
仲
間
の
気
持
ち
を

思
い
や
る
詩
を
読
ん
で
い
ま
す
。
弘
化
４

（
１
８
４
７
）
年
に
は
、
長
年
の
心
労
が
こ

た
え
た
妻
の
進
が
、
心
を
病
ん
で
新
見
の

実
家
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
方
谷
の

苦
衷
が
分
か
る
手
紙
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ヘ
ン
戦
争
（
中
国
が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ

て
屈
服
し
た
）
な
ど
の
情
報
か
ら
、
方
谷
は

西
洋
式
銃
砲
や
、
軍
制
改
革
の
必
要
を
痛
感

し
ま
し
た
。
津
山
の
天あ

ま

野の

直な
お

人と

が
江
戸
で

学
ん
で
帰
っ
た
の
を
聞
く
と
、
牛
麓
舎
の
塾

生
で
あ
っ
た
三み

島し
ま

中ち
ゅ
う

洲し
ゅ
うを

連
れ
て
一
カ
月
、

津
山
の
本
源
寺
に
宿
し
、
昼
は
砲
や
戦
術
を

学
び
、
夜
は
津
山
藩
士
の
有
志
者
に
古
本
大

学
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
旅
で
、
43
歳
の

方
谷
の
歩
き
が
速
く
て
、
18
歳
の
中
洲
が

つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

帰
郷
す
る
と
２
砲
を
造
り
、
庭
瀬
の
家
老

渡
辺
氏
に
も
火
砲
の
術
を
学
び
、
２
年
後
、

南
の
下
山
に
的
を
作
り
、
試
射
す
る
な
ど
、

藩
の
洋
式
軍
備
の
導
入
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

嘉か

永え
い

２
（
１
８
４
９
）
年
、
世
子
の
勝
静

が
藩
主
と
な
り
、
勝
職
は
隠
居
、
の
ち
病

死
し
ま
し
た
。
方
谷
を
士
族
に
取
り
立
て
、

遊
学
を
許
可
し
、
学
頭
に
取
り
立
て
て
く

れ
た
大
恩
人
の
死
に
、
方
谷
は
礼
装
端
座

し
て
50
日
間
喪
に
服
し
、
勝
職
に
殉
じ
て

職
を
辞
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
方
谷
は
江
戸
藩
邸
に
呼
び
出

さ
れ
、
勝
静
か
ら
藩
の
元も

と

締じ
め（

財
務
長
官
）と

吟ぎ
ん

味み

役や
く

（
元
締
の
補
佐
役
）
を
兼
ね
る
こ
と

を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
固
く
お
断
り
し
ま

し
た
が
、
１
日
お
き
に
は
講
義
に
呼
び
出

さ
れ
、
引
き
受
け
る
よ
う
強
く
要
望
さ
れ
、

財
政
の
立
て
直
し
の
役
に
は
方
谷
の
他
は

な
い
と
迫
ら
れ
、
遂
に
引
き
受
け
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
役
料
と
し
て
高
十
石
が
下
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
抜
擢て

き

に
反
発
し
、「
学
者
が
御
勝
手

（
財
政
）、
藩
運
営
が
出
来
る
も
の
か
」
と
、

江
戸
の
藩
邸
で
は
次
の
狂
歌
二
首
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

山
だ
し（
山
田
氏
）が
何
の
お
役
に
た
つ
も
の
か

　
　

へ（
子し

）の
曰

の
た
まは

く
の
よ
う
な
元
締

　

御
勝
手
に
孔
子
孟
子
を
引
き
入
れ
て

　
　

な
ほ
こ
の
う
へ
に
空か

ら（
唐か

ら
）に
す
る
の
か

　

こ
ん
な
空
気
の
中
で
財
政
改
革
が
始
ま

る
の
で
す
。

（
文
・
児
玉
享
さ
ん
）

山
田
方
谷
を
語
る

板倉勝静（1823 ～ 1889）

六

山田方谷手植えの松・有終館跡
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

又
ひ
と
り
逝
く
人
の
あ
り
山
ざ
く
ら
惜
し
む
が
如
く
は
ら
は
ら
と
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本 

義
慧
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

寒
暖
の
差
は
は
げ
し
く
と
も
桜
咲
き
自
然
の
法
則
時
季
を
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦 

操
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

水
仙
が
一
万
近
く
咲
き
ま
し
た
た
ち
ま
ち
畠
は
黄
色
の
川
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田 

越
代
さ
ん（
宇
治
町
宇
治
）

備
中
の
山
路
走
れ
ば
春
の
雨
後
ろ
髪
引
く
山
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝
上 

秀
雄
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

孫
娘
永と

遠あ

の
誓
い
胸
に
秘
め
平
安
神
宮
梅
花
の
下も

と

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
吹 

美
代
子
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

梅
の
花
今
わ
満
か
い
う
ぐ
い
す
の
か
ん
高
い
声
か
ん
客
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木 

文
子
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

花
笑
い
鳥
唄
う
春
野の

花ば
な

咲
き
若
葉
も
緑
望も

ち

月づ
き

の
頃こ

ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田 

由
き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

春
雨
で
桜
の
蕾
も
赤
み
お
び
小
鳥
の
さ
へ
ず
り
春
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦 

数
馬
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

梅
桜
つ
つ
じ
山
吹
山
若
葉
美
し
き
か
な
成
羽
の
里
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
村 

遊
子
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

ふ
じ
の
れ
ん
赤
帽
園
児
ゆ
れ
動
く
フ
ジ
は
右
巻
き
逆
は
ヤ
マ
フ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田 

眞
一
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

優や
さ

し
さ
を
そ
の
ま
ま
残
し
老
い
し
友
少
し
惚ぼ

け

た
と
ほ
ほ
え
む
愛い

と

し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
石 

恵
美
子
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

春し
ゅ
ん

蘭ら
ん

の
ほ
こ
ろ
び
初
め
し
庭に

わ

隅す
み

に
若
草
色
の
小こ

が
え
る蛙

の
跳と

ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野 

は
る
恵
さ
ん（
原
田
南
町
）

俳
句

春
の
日
の
別
れ
は
人
を
強
く
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田 

均
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

空
は
青
風
冷
た
く
も
春
の
日
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野 

静
夫
さ
ん（
大
阪
府
泉
南
市
）

川
柳

ラ
ン
ド
セ
ル
ひ
い
孫
背
中
で
踊
っ
て
る
　
　
　
　
　
　
池
田 

節
子
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

「大根足揃
そろ

えて足湯花ざかり」

鈴村 繁實さん（川上町地頭）

▲ �

イラスト、絵手紙・絵画などの作品、短歌・俳句・川柳など（自作の未発表
のもの。作品は写真をお送りください。）
※�住所・氏名・年齢・電話番号を明記し投稿してください。（ペンネームを
希望される場合は、その旨お書きください。）
※�投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、お便
りは表記等を一部編集させていただくこともあります。
※�締切は、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。原則として
原稿や作品は返却できません。

■問い合わせ・送り先　〒716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係
　�������������������（☎�0210・Eメール�hisyo@city.takahashi.lg.jp）

市民のページへのお便りを募集

【おわびと訂正】　４月号の文芸コーナーに誤りがありました。おわびして訂正します。
　　　　　　　　宮本宮吉さんの短歌　（誤）世話基盤 →（正）生活基盤

▲吉岡麻江さん（成羽町下原・　鶴寿荘内）

　市民の皆さんからいただいた
お便りなどを紹介します。
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広報たかはしは、 ６月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を
募集します。 お子さんの氏名 （ふりがな）、 性別、 生年月日、 住所、 応募者の
氏名と続柄、 20字程度のコメントを明記して、 〒716-8501 〔住所不要〕 広報た
かはし「すこやかスマイル」係へご送付ください。 市ホームページからも応募できます。
※締め切りは５月２６日（月）です。 応募多数の場合は先着順とします。 吉備ケー
ブルテレビ行政放送でも紹介します。

大
おお

塚
つか

 笑
えみ

愛
あ

ちゃん
（下谷町）

平成24年5月17日生まれ
「笑愛の笑顔が大好きで
す」

（応） 父・健大さん 母・桃子さん

西
にし

森
もり

 悠
ゆう

哉
や

ちゃん
（津川町今津）

平成20年5月14日生まれ
「祝６歳 誕生日おめでと
う!!」

（応） 父・桂正さん 母・友季子さん

須
す

山
やま

 あんりちゃん
（津川町今津）

平成23年5月16日生まれ
「おしゃべりあんり！やさ
しい女の子になってね♡」

（応） 父・昌彦さん

笹
ささ

田
だ

 樹
いつき

ちゃん
（下谷町）

平成23年5月12日生まれ
「祝３歳☆おしゃべり上手になったね。

これからもいっぱいおしゃべりしよう!」
（応） 父・匠さん 母・美穂さん

原
はら

田
だ

 みらいちゃん
（津川町今津）

平成24年5月11日生まれ
「やさしいお姉ちゃんに
なってね」

（応） 父・敬浩さん 母・かおりさん

渡
わた

邉
なべ

 颯
そう

輔
すけ

ちゃん
（上谷町）

平成21年5月2日生まれ
「いつもパワー全開！その
ままでいてね！」

（応） 父・恭輔さん 母・友美さん

笹
ささ

田
だ

 虎
こ う た

汰ちゃん
（落合町阿部）

平成24年5月15日生まれ
「早く一緒にキャッチボー
ルしようね！」

（応） 叔父・晃也さん

お誕生日おめでとう！

酒
さか

井
い

 咲
さ

苗
なえ

ちゃん
（有漢町有漢）

平成24年5月15日生まれ
「その天然パーマのよう
に、元気に育ってね！」

（応） 父・孝太郎さん 母・寛子さん

土
ど

手
て

 結
ゆい

菜
な

ちゃん
（有漢町有漢）

平成24年5月18日生まれ
「やんちゃな結ちゃん、い
つも元気をありがとう♡」

（応） 父・博之さん 母・佳子さん

山
やま

本
もと

 なつ美
み

ちゃん
（南町）

平成21年5月14日生まれ
「お手伝いをがんばるなつ
みへありがとう」

（応） 父・真吾さん 母・けい子さん

西
にし

 琉
りゅう

成
せい

ちゃん
（落合町阿部）

平成25年5月13日生まれ
「りゅうくんの笑顔にみん
なが癒されてるよ♡」

（応） 父・貴弘さん 母・加央令さん

中
なか

村
むら

 蒼
あお

士
し

ちゃん
（落合町阿部）

平成21年5月28日生まれ
「元気いっぱいの蒼士。ス
クスク大きくなあれ☆」

（応） 母・美幸さん

全日本こども美術大賞展 こども美術大賞受賞

　仁
に

子
ご

 リアナさん（6）
（落合町阿部）

　落合保育園に在園していた時に描いた「魔法使い
になりたいサリーさん」が、３月 22 日～ 23 日に
開催された同展で、最高賞の大賞を受賞しました。

「サリーさんが、魔法の種をまいたら、ひまわりや
チューリップがたくさん咲いたよ」と仁子さん。

女子サッカーの最高峰、なでしこリ
ーグ２０１４で、FC 吉備国際大学
Charm（シャルム）は、６連敗と苦
戦しています。選手たちは「すべて
は笑顔のために、そして高梁のため
に」を合言葉に頑張っています。皆
さんの声援がシャルムの力となりま
す。応援をよろしくお願いします。
☆ホームゲームの日程☆

日　　　　時 会　　　　場 対戦相手

6/８（日）13：00～ 笠岡陸上競技場 伊賀FC

6/15（日）13：00～ 津山陸上競技場 日テレ

みんなで応援しよう!!
FC吉備国際大学Charm（シャルム）

３さい２さい

２さい２さい
６さい５さい

３さい １さい ２さい ５さい

２さい

５さい
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ま ち の

　新緑の山菜を食べて元気を出そうと「田原の
春を揚げよう会」（田原地区コミュニティ協議会
主催）が開かれ、約 100 人が参加しました。　
　最初に、参加者は山菜を求め、周辺の山沿い
を約１時間散策。会場では、摘んだばかりの山
菜やタラの芽など約 30 種類を地元住民がてん
ぷらにしました。ご飯にのせ天丼にするなどし
て、田原地区の旬の山菜を堪能しました。

4/27
自然の恵みを揚げる

揚げたての山菜は瞬く間に

コミュニティハウス田原荘

　「落合ふれあい公園まつり」（高梁商工会議所
落合支部主催）が開催され、多くの家族連れで
にぎわいました。
　公園内では、ソフトグライダー飛ばしやキッ
クターゲットなど多彩なゲームが行われ、ステ
ージでは、本市出身の歌手まつもとななみさん
のライブや子ども神楽、ビンゴゲームなど参加
者らは、休日の公園を楽しんでいました。

 4/27
ぽかぽか陽気に誘われて♪

まつもとななみさんのライブショー

落合ふれあい公園

　鮮やかに咲いたツツジの中、「春らんまん！
弥高つつじ祭り」（川上町観光協会主催）が開
催され、多くの来場者でにぎわいました。
　会場内では、地元住民グループなどが特産品
を即売。伝統芸能である渡り拍子や子ども神楽
が披露されました。市内愛好者らのバンド「ポ
コ・ア・ポコ」や演歌歌手北原ミレイさんのス
テージなどで盛り上がりました。

 4/20
鮮やかに咲くツツジの中で

つつじに囲まれた会場でにぎわう皆さん

弥高山公園

　「RESTART はじまりの場所－向井修二記号
展」（成羽美術館主催）の開催に先立ち、向井さ
んと吉備国際大学の学生らが成羽美術館のトイ
レをいろいろな記号で埋め尽くしました。
　壁面を白く塗り、油性マジックなどで線や曲
線、記号を思いつくままに描きました。鏡に自
分を映すと、作品の中に溶け込んでいるように
見えます。同展の会期は、６月１日 ( 日 ) まで。

 4/14
トイレを記号で埋める

手作業で記号を記入していく

成羽美術館
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　備中神楽の礎を築いた西
にしばやしこっきょう

林國橋を顕彰する
「國橋まつり大神楽」（同実行委員会主催）が
行われました。高梁、井原、総社市から集ま
った神楽太夫１５人が「岩戸開き」や「大蛇
退治」など、迫力ある舞を披露し、訪れた来
場者らを魅了していました。

 4/27
勇壮な舞いに酔いしれる

満員の観客が見つめる中で

日名交流館かぐら館

　紫色のレンゲの花畑でイベントを楽しむ
「れんげ祭り」（川面中市場町内会主催）が開
かれました。Lugz&Jera(ラグズアンドジェラ ) ライブ、
ジャグリング、ドクターヘリ訓練、子ども相
撲、泥んこサッカーなど、ゴールデンウイー
クの一日を多彩なイベントで楽しみました。

 5/4
レンゲ畑の中で遊ぼう！

川面幼稚園周辺

子どもも大人も多彩なイベントで

　「第７回紙ひこうき大会」（ＮＰＯ法人夢風
車うかん主催）が開催されました。年齢別４
部門に分かれ、自分が作った紙ひこうきで飛
行距離を競いました。また、ジャグリングス
テージなどが行われ、訪れた家族連れらは子
どもの日を楽しんでいました。

 5/5
風に乗って飛べ！

大空へ向けてひこうきを飛ばす子どもたち

うかん常山公園

　「高梁音楽祭」（同実行委員会主催）が開
催され、市在住のシンガーソングライター
Lugz&Jera（ラグズアンドジェラ）さんと高梁少年
少女合唱団、ダンスチームMINTIA が共演しま
した。会場を埋めた約 250 人のファンと共に
熱い高梁を音楽を通じて発信しました。

 5/5
音楽で熱く盛り上がる

文化交流館

会場が一つになって

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
３
年
。
高
梁

市
が
復
興
を
支
援
し
て
い
る
福
島
県
浪

江
町
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
被
災
の
状
況
、
昨
日
ま

で
普
通
に
暮
ら
し
て
い
た
家
に
帰
れ

ず
、
未
だ
進
ま
な
い
復
興
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
へ
の
思
い
な
ど
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
内
容
で
し
た
。
災
害
は
人
ご
と

で
は
な
く
、
私
た
ち
の
近
く
で
も
起
こ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
災
害
の
季
節
。
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！
皆
さ
ん
も
身
近

な
事
か
ら
防
災
対
策
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　

�　
　
（
Ｋ
Ｙ
）

▼
「
高
梁
市
行
政
放
送
」。
皆
さ
ん
ご

覧
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
吉

備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
１
２
１
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
毎
日
放
送

し
て
い
ま
す
。
新
し
く
始
め
た
番
組
の

中
に
「
知
っ
て
得
す
る
検
診
情
報
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
番
組
で
は
、
各
種
検

診
の
内
容
や
病
気
の
説
明
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
番
組
が

皆
さ
ん
の
健
康
維
持
の
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
♪　
　
　

�　
　
（
Ａ
Ｏ
）

▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
市
内
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
ま
し
た
。
ど
こ

も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
地
域
へ
の
熱
意
を
感
じ
ま
し

た
。
５
月
２
日
、
最
高
気
温
が
28
度
で

夏
日
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
に

向
け
、
ど
ん
ど
ん
暑
く
な
り
そ
う
で
す
。

高
梁
市
は
本
年
10
月
１
日
、
市
制
発
足

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
ア
ツ

い
日
が
続
き
ま
す
。　

�　
　
　
（
Ｋ
Ｈ
）
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平成 26 年７月12日  
開場：午前１０時３０分　開演：午前１１時
※悪天候等で 13 日㈰に順延する場合もあります。

ところ

高梁総合文化会館

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

編集と発行（毎月15日発行）高梁市秘書政策課
〒716-8501 岡山県高梁市松原通2043　電話0866（21）0210　ホームページアドレス http://www.city.takahashi.okayama.jp/

高梁市発足１０周年記念

入場無料

ガールスカウト岡山県第１８団
高梁中央 ・ 落合保育園
　　　　　　　　　　　　　　　なかよしチルドレン
高梁保育園
高梁 ・ 高梁南 ・ 落合幼稚園
ヴォーカル沙羅
ヴォーチェ ・ パステル
落合ハッピーコーラス
コール フローレス
コール たかはし
吉備国際大学合唱同好会
たかはしグリーンエコー
高梁中学校合唱部
高梁さざなみ会
高梁少年少女合唱団
高梁男声合唱団　ぐらんぱ
たかはしハーモニカ倶楽部
高梁文化協会邦楽部三曲会
津川女声コーラス蘭
花みづき
なないろ
マミーマスカット
ラ ヴィオレット
ル ソレイユ
高梁城南高校吹奏楽部

市内合唱団等の発表

土

ゲ ス ト

新作童謡

エンディング

岡山市民合唱団鷲
わ し ゅ う

羽

「じゃんじゃん　レストラン」
作詞：中山法子／作曲：中山那奈

童謡まつりテーマソング

「うたがきこえる」 （全員合唱）

作詞：吉川裕美・吉川  昭／補作：小
こ ろ く

六禮
れ い じ ろ う

次郎
作曲：小六禮次郎

～童謡にのせて届けよう　未来に継ぐメッセージ～

■問い合わせ　高梁市童謡のまちづくり推進委員会事務局（社会教育課内）　☎�１５１４

第２９回

童謡まつり
イン高梁
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